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VR一期生をお迎えして特別講義を開催しました 
 

ＶＲ出身者たちはアジア各国で 

後進のソーシャルワーク教育に活躍しています 
 

２０１６年に開設されたアジア国際社会

福祉研究所は、日本の論文博士の仕組みを

利用して、アジアの研究者たちをビジティ

ング・リサーチャー（VR）としてお迎えし

てきました1。このプログラムで学位授与さ

れた３人の研究者たちは帰国後アジア各国

で活躍されています。 

２０２５年６月４日、最初の VRとしてお迎

えしたワンワディ・ポンポクシン博士（タ

イ・タマサート大学准教授）が来日し、淑

徳大学の授業「世界動向と国際貢献」にお

いて「タイにおける保健政策」というタイ

トルで特別講義をしてくださいました。 

受講生の皆さんからは「海

外の医療保険の仕組みを初め

て知った」、「ご自身のお話

しとして分かりやすく話して

くださったので、興味を持っ

た」、「タイの保健政策も、

日本の山間部と同じようなア

クセスや ICTの課題を持って

いることを知って面白かっ

た」等、英語での資料や説明

という言葉のハードルを越えて好意的な感想が多く寄せられました。 

 
1 本プログラムは、残念ながら２０２４年度より休止中ですが、海外研究者を VRとしてお迎えする新しい

プログラムを企画中です。 

アジア国際社会福祉研究所 kara 



ポンポクシン先生は、本務校での講義でも

特別講師としてオンラインで VRたちをお迎

えしているそうです。アジア国際社会福祉研

究所には、３月にスリランカで国際会議を主

催したオマルペ・ソマナンダ師やワンワデ

ィ・ポンポクシン先生のように後進のソーシ

ャルワーク教育や実践家との交流を進め、帰

国後も淑徳大学に貢献したい、という声が届

いています。彼・彼女たちの研究所への貢献

に、深く感謝しています。 

（文責：アジア国際社会福祉研究所上席研究員 松尾加奈） 


